
(57)【要約】

【課題】　足元を確実に照明できるとともに、軽量化お

よび高剛性化を両立できる構造板を提供すること。

【解決手段】　構造板１は、板状の基材１１と、この基

材１１の一方の面に形成された複数の略中空の凸部１２

と、を有する中間部材２１、２２を一対備える。中間部

材２１、２２は、凸部１２同士が当接するように略平行

に配置される。構造板１は、一対の中間部材２１、２２

の間隙を照明する照明装置３０をさらに備え、中間部材

２１は、光透過性を有する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 板 状 の 基 材 と 、 こ の 基 材 の 一 方 の 面 に 形 成 さ れ た 複 数 の 略 中 空 の 凸 部 と 、 を 有 す る 中 間
部 材 を 一 対 備 え 、
　 前 記 中 間 部 材 は 、 前 記 凸 部 同 士 が 当 接 す る よ う に 略 平 行 に 配 置 さ れ る 構 造 板 で あ っ て 、
　 前 記 一 対 の 中 間 部 材 の 間 隙 を 照 明 す る 照 明 装 置 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 一 対 の 中 間 部 材 の う ち 少 な く と も 一 方 は 、 光 透 過 性 を 有 す る 構 造 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 一 対 の 中 間 部 材 の う ち 少 な く と も 一 方 は 、 凹 凸 状 の コ ア 部 材 の 表 面 を 平 板 状 の 表 層
部 材 で 覆 う こ と に よ り 形 成 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 構 造 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 コ ア 部 材 は 、 軽 量 高 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク か ら な り 、
　 前 記 表 層 部 材 は 、 パ ン チ ン グ メ タ ル か ら な る 請 求 項 ２ に 記 載 の 構 造 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 コ ア 部 材 は 、 軽 量 高 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク か ら な り 、
　 前 記 表 層 部 材 は 、 プ ラ ス チ ッ ク か ら な る 請 求 項 ２ に 記 載 の 構 造 板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 コ ア 部 材 は 、 軽 量 高 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク か ら な り 、
　 前 記 表 層 部 材 は 、 ガ ラ ス か ら な る 請 求 項 ２ に 記 載 の 構 造 板 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 照 明 装 置 は 、 発 光 色 、 発 光 輝 度 、 発 光 時 間 、 お よ び 発 光 間 隔 の う ち 少 な く と も １ つ
を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 所 定 の 情 報 を 報 知 す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 構 造
板 。
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 い わ ゆ る ハ ニ カ ム 構 造 を 有 す る 構 造 板 に 関 し 、 例 え ば 、 自 動 車 、 鉄 道 、 飛 行
機 等 の 車 両 や 建 築 物 の 内 装 に 用 い ら れ る 構 造 板 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 オ フ ィ ス ビ ル の 床 構 造 と し て 、 フ リ ー ア ク セ ス フ ロ ア が 知 ら れ て い る 。 フ リ
ー ア ク セ ス フ ロ ア は 、 コ ン ク リ ー ト 床 面 上 に グ リ ッ ド 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 支 柱 と 、 こ の
支 柱 に 四 隅 で 支 持 さ れ る 複 数 の 平 板 矩 形 状 の パ ネ ル 材 と 、 で 構 成 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
　 こ の 床 材 は 、 軽 量 コ ン ク リ ー ト 、 ス チ ー ル 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 で 形 成 さ れ る む く 材 で あ り
、 こ の 床 材 の 表 面 に は 、 カ ー ペ ッ ト 、 ビ ニ ー ル タ イ ル 、 フ ロ ー リ ン グ 等 の 仕 上 材 が 敷 設 さ
れ る 。 そ し て 、 こ の 床 材 の 表 面 は 、 天 井 に 設 け ら れ た 蛍 光 灯 や ラ ン プ に よ り 照 明 さ れ る 。
　 こ の パ ネ ル 材 と コ ン ク リ ー ト 床 面 と の 間 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 、 電 源 、 電 話 等 の ケ ー ブ ル
が 配 置 さ れ る 。
　 こ の フ リ ー ア ク セ ス フ ロ ア に よ れ ば 、 美 観 を 損 ね る こ と な く 、 Ｏ Ａ 機 器 や デ ス ク の 配 置
を 容 易 に 変 更 で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ７ ２ ２ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 の 床 構 造 に 用 い ら れ る パ ネ ル 材 を 自 動 車 、 鉄 道 な ど の 車 両 に 応 用 し よ う
と す る と 、 む く 材 で あ る パ ネ ル 材 の 重 量 が 大 き い た め 、 燃 費 が 著 し く 低 下 す る 、 と い う 課
題 が あ っ た 。 一 方 で 、 燃 費 の 低 下 を 防 止 す る た め 、 パ ネ ル 材 を 薄 く す る と 、 今 度 は 車 両 の
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剛 性 を 確 保 で き な い 、 と い う 課 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 天 井 か ら の 照 明 で は 、 人 影 で 乗 客 の 足 元 が 暗 く な っ て し ま い 、 例 え ば 、 床 面 に 落
と し た 物 を 探 す こ と が 困 難 に な る 場 合 が あ っ た 。 ま た 、 夜 間 で は 、 外 部 か ら の 照 明 が ほ と
ん ど な い の で 、 こ の よ う な 問 題 が 顕 著 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 足 元 を 確 実 に 照 明 で き る と
と も に 、 軽 量 化 お よ び 高 剛 性 化 を 両 立 で き る 構 造 板 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 具 体 的 に は 以 下 の よ う な も の を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 （ １ ） 　 板 状 の 基 材 と 、 こ の 基 材 の 一 方 の 面 に 形 成 さ れ た 複 数 の 略 中 空 の 凸 部 と 、 を 有
す る 中 間 部 材 を 一 対 備 え 、 前 記 中 間 部 材 は 、 前 記 凸 部 同 士 が 当 接 す る よ う に 略 平 行 に 配 置
さ れ る 構 造 板 で あ っ て 、 前 記 一 対 の 中 間 部 材 の 間 隙 を 照 明 す る 照 明 装 置 を さ ら に 備 え 、 前
記 一 対 の 中 間 部 材 の う ち 少 な く と も 一 方 は 、 光 透 過 性 を 有 す る 構 造 板 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ １ ） の 発 明 に よ れ ば 、 各 中 間 部 材 に お い て 基 材 と 凸 部 と で い わ ゆ る ハ ニ カ ム 構 造 を 形
成 し て 軽 量 化 を 実 現 し 、 さ ら に 、 こ の ハ ニ カ ム 構 造 の 中 間 部 材 を 組 み 合 わ せ て よ り 剛 性 を
高 め た の で 、 構 造 板 の 軽 量 化 お よ び 高 剛 性 化 の 両 方 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 照 明 装 置 の 光 は 、 光 透 過 性 を 有 す る 中 間 部 材 を 透 過 し て 、 構 造 板 の 外 部 に 射 出 さ
れ る 。 よ っ て 、 例 え ば 、 構 造 板 を 車 両 の 床 材 と し て 用 い る と 、 天 井 に 照 明 装 置 を 設 け た 場
合 に 比 べ て 、 足 元 を 確 実 に 照 明 で き る 。
　 さ ら に 、 照 明 装 置 か ら 射 出 さ れ た 光 は 、 凸 部 に よ り 屈 折 、 反 射 さ れ て 散 乱 し た 後 、 基 材
を 透 過 し て 、 構 造 板 の 外 部 に 飛 び 出 す 。 そ の た め 、 構 造 板 の 美 観 が 向 上 し 、 意 匠 性 を 高 め
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ ２ ） 　 前 記 一 対 の 中 間 部 材 の う ち 少 な く と も 一 方 は 、 凹 凸 状 の コ ア 部 材 の 表 面 を 平 板
状 の 表 層 部 材 で 覆 う こ と に よ り 形 成 さ れ る （ １ ） に 記 載 の 構 造 板 。
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 コ ア 部 材 の 凹 部 と 表 層 部 材 と で 気 密 性 の 高 い 空 間 を 形 成 で き る の で
、 外 力 に 対 す る 強 度 や 断 熱 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ ３ ） 　 前 記 コ ア 部 材 は 、 軽 量 高 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク か ら な り 、 前 記 表 層 部 材 は 、 パ ン チ
ン グ メ タ ル か ら な る （ ２ ） に 記 載 の 構 造 板 。
　 （ ３ ） の 発 明 に よ れ ば 、 表 層 部 材 を パ ン チ ン グ メ タ ル で 形 成 し た の で 、 構 造 板 の 耐 衝 撃
性 や 耐 摩 擦 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ ４ ） 　 前 記 コ ア 部 材 は 、 軽 量 高 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク か ら な り 、 前 記 表 層 部 材 は 、 プ ラ ス
チ ッ ク か ら な る （ ２ ） に 記 載 の 構 造 板 。
　 （ ４ ） の 発 明 に よ れ ば 、 コ ア 部 材 を 軽 量 高 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 し 、 表 層 部 材 を プ ラ
ス チ ッ ク で 形 成 し た の で 、 構 造 板 を 軽 量 化 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ５ ） 　 前 記 コ ア 部 材 は 、 軽 量 高 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク か ら な り 、 前 記 表 層 部 材 は 、 ガ ラ ス
か ら な る （ ２ ） に 記 載 の 構 造 板 。
　 （ ５ ） の 発 明 に よ れ ば 、 表 層 部 材 を ガ ラ ス で 形 成 し た の で 、 透 明 度 を 確 保 で き 、 構 造 板
の 発 光 輝 度 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ６ ） 　 前 記 照 明 装 置 は 、 発 光 色 、 発 光 輝 度 、 発 光 時 間 、 お よ び 発 光 間 隔 の う ち 少 な く
と も １ つ を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 所 定 の 情 報 を 報 知 す る （ １ ） か ら （ ５ ） の い ず れ か に
記 載 の 構 造 板 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-256003 A 2006.9.28



【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ６ ） の 発 明 に よ れ ば 、 例 え ば 、 構 造 板 を 建 築 物 の 床 材 と し て 用 い た 場 合 、 火 災 時 に 非
常 口 の 位 置 や 避 難 方 向 を 確 実 に 報 知 で き る 。 す な わ ち 、 火 災 が 発 生 す る と 、 こ の 火 災 で 発
生 す る 煙 は 天 井 に 沿 っ て 移 動 す る た め 、 居 室 や 廊 下 に い る 人 々 が 誘 導 灯 を 視 認 で き な い 。
よ っ て 、 人 々 は 床 面 を 這 っ て 非 常 口 に 向 か う こ と に な る 。 こ の と き 、 照 明 装 置 の 発 光 色 、
発 光 輝 度 、 発 光 時 間 、 発 光 間 隔 を 変 化 さ せ て 、 非 常 口 の 位 置 や 避 難 方 向 を 報 知 す る こ と に
よ り 、 人 々 を 非 常 口 に 的 確 に 誘 導 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 構 造 板 を 鉄 道 車 両 の 床 材 と し て 用 い た 場 合 、 乗 客 に 車 両 の 運 行 に 関 す る
情 報 を 報 知 で き る 。 す な わ ち 、 発 光 色 、 発 光 輝 度 、 発 光 時 間 、 発 光 間 隔 を 変 化 さ せ て 、 加
速 、 減 速 、 停 車 等 の 車 両 の 挙 動 を 報 知 す る こ と に よ り 、 乗 客 に 適 切 な 姿 勢 を と る よ う に 促
す こ と が で き る 。 ま た 、 停 車 駅 毎 に 乗 降 扉 を 表 示 す る こ と に よ り 、 乗 客 を 円 滑 に 乗 降 さ せ
る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 各 中 間 部 材 に お い て 基 材 と 凸 部 と で い わ ゆ る ハ ニ カ ム 構 造 を 形 成 し て
軽 量 化 を 実 現 し 、 さ ら に 、 こ の ハ ニ カ ム 構 造 の 中 間 部 材 を 組 み 合 わ せ て よ り 剛 性 を 高 め た
の で 、 構 造 板 の 軽 量 化 お よ び 高 剛 性 化 を 両 立 で き る 。
　 ま た 、 照 明 装 置 の 光 は 、 光 透 過 性 を 有 す る 中 間 部 材 を 透 過 し て 、 構 造 板 の 外 部 に 射 出 さ
れ る 。 よ っ て 、 例 え ば 、 構 造 板 を 車 両 の 床 材 と し て 用 い る と 、 天 井 に 照 明 装 置 を 設 け た 場
合 に 比 べ て 、 足 元 を 確 実 に 照 明 で き る 。
　 さ ら に 、 照 明 装 置 か ら 射 出 さ れ た 光 は 、 凸 部 に よ り 屈 折 、 反 射 さ れ て 散 乱 し た 後 、 基 材
を 透 過 し て 、 構 造 板 の 外 部 に 飛 び 出 す 。 そ の た め 、 構 造 板 の 美 観 が 向 上 し 、 意 匠 性 を 高 め
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 実 施 形 態 の 説 明 に あ
た っ て 、 同 一 構 成 要 件 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 も し く は 簡 略 化 す る 。
〔 第 １ 実 施 形 態 〕
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 と し て の ハ ニ カ ム 構 造 板 １ が 適 用 さ れ た 鉄
道 車 両 ６ ０ の 車 内 の 斜 視 図 で あ る 。
　 鉄 道 車 両 ６ ０ の 車 内 に は 、 両 壁 面 ６ １ に 沿 っ て 所 定 間 隔 お き に 乗 降 扉 ６ ２ が 設 け ら れ て
お り 、 こ の 乗 降 扉 ６ ２ の 間 に は 、 ベ ン チ シ ー ト ６ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 鉄 道 車 両 ６ ０
の 床 面 ６ ４ は 、 複 数 の ハ ニ カ ム 構 造 板 １ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 と し て の ハ ニ カ ム 構 造 板 １ の 分 解 斜 視 図 で
あ る 。 図 ３ は 、 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ の 断 面 図 で あ る 。
　 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ は 、 互 い に 略 平 行 に 配 置 さ れ た 一 対 の 中 間 部 材 ２ １ 、 ２ ２ と 、 こ の 一
対 の 中 間 部 材 ２ １ 、 ２ ２ の 間 隙 を 照 明 す る 照 明 装 置 ３ ０ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 中 間 部 材 ２ １ 、 ２ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 板 状 の 基 材 １ １ と 、 こ れ ら 基 材 １ １ の 一 方 の 面 に 形
成 さ れ た 複 数 の 略 中 空 の 凸 部 １ ２ と 、 を 有 す る 。 中 間 部 材 ２ １ 、 ２ ２ は 、 凸 部 １ ２ 同 士 が
当 接 す る よ う に 略 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 中 間 部 材 ２ １ 、 ２ ２ は 、 具 体 的 に は 、 凹 凸 状 の コ ア 部 材 １ ３ の 表 面 を 平 板 状 の
表 層 部 材 １ ４ で 覆 う こ と に よ り 形 成 さ れ る 。
　 す な わ ち 、 コ ア 部 材 １ ３ に は 、 複 数 の 凹 部 １ ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 凹 部 １ ３ １ は 、 略
円 筒 状 の 壁 部 １ ３ ２ と 、 こ の 壁 部 １ ３ ２ の 先 端 を 塞 ぐ 円 形 の 底 部 １ ３ ３ と 、 で 構 成 さ れ る
。 こ の 凹 部 １ ３ １ は 、 表 層 部 材 １ ４ の 反 対 側 に 突 出 し て お り 、 上 述 の 凸 部 １ ２ に 相 当 す る
。 一 方 、 表 層 部 材 １ ４ は 、 気 密 性 を 有 し て い る 。 こ の 表 層 部 材 １ ４ で 、 コ ア 部 材 １ ３ の 凹
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部 １ ３ １ を 覆 う こ と に よ り 、 凹 部 １ ３ １ を 密 閉 し て 、 気 密 性 の 高 い 空 間 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 中 間 部 材 ２ １ 、 ２ ２ の 凹 部 １ ３ １ は 、 互 い に 対 応 し た 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、
中 間 部 材 ２ １ の 凹 部 １ ３ １ の 中 心 は 、 中 間 部 材 ２ ２ の 凹 部 １ ３ １ の 中 心 と 一 致 し て い る 。
凹 部 １ ３ １ の 底 部 １ ３ ３ の 先 端 面 は 、 互 い に 当 接 し 、 接 着 ま た は 融 着 に よ り 固 定 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 中 間 部 材 ２ １ 、 ２ ２ の コ ア 部 材 １ ３ は 、 光 透 過 性 を 有 す る 軽 量 高 剛 性 プ ラ ス チ
ッ ク か ら な り 、 表 層 部 材 １ ４ は 、 光 透 過 性 を 有 す る プ ラ ス チ ッ ク か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 照 明 装 置 ３ ０ は 、 中 間 部 材 ２ １ 、 ２ ２ の 間 隙 に 沿 っ て 設 け ら れ た 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ ３ １ と 、
こ の Ｌ Ｅ Ｄ ３ １ の 発 光 輝 度 、 発 光 時 間 、 発 光 間 隔 等 を 制 御 す る 制 御 装 置 ３ ２ と で 構 成 さ れ
る 。
　 Ｌ Ｅ Ｄ ３ １ は 、 例 え ば 、 赤 色 Ｌ Ｅ Ｄ 、 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ で 構 成 さ れ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ ３
１ か ら 射 出 さ れ た 光 は 、 コ ア 部 材 １ ３ お よ び 表 層 部 材 １ ４ を 透 過 し て 、 ハ ニ カ ム 構 造 板 １
の 外 部 に 射 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 制 御 装 置 ３ ２ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ １ の 中 か ら 所 定 の 発 光 色 の Ｌ Ｅ Ｄ を 選 択 し 、 こ の 選 択 し た Ｌ
Ｅ Ｄ 発 光 輝 度 、 発 光 時 間 、 発 光 間 隔 を 制 御 し て 、 乗 客 に 車 両 の 運 行 に 関 す る 情 報 を 報 知 す
る 。
　 具 体 的 に は 、 床 面 ６ ４ を 構 成 す る 全 て の ハ ニ カ ム 構 造 板 １ を 発 光 さ せ て 、 加 速 、 減 速 、
停 車 等 の 鉄 道 車 両 ６ ０ の 挙 動 を 床 面 ６ ４ 全 体 で 報 知 す る 。 ま た 、 床 面 ６ ４ の う ち 乗 降 扉 ６
２ の 前 に 位 置 す る 部 分 を 床 面 ６ ４ Ａ と し 、 次 の 停 車 駅 で 開 閉 す る 乗 降 扉 ６ ２ に 対 応 す る 床
面 ６ ４ Ａ の み を 発 光 さ せ て 、 停 車 駅 毎 に 開 閉 す る 乗 降 扉 ６ ２ を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 が あ る 。
　 （ １ ） 各 中 間 部 材 ２ １ 、 ２ ２ に お い て 、 基 材 １ １ と 凸 部 １ ２ と で ハ ニ カ ム 構 造 を 形 成 し
て 軽 量 化 を 実 現 し 、 さ ら に 、 こ の ハ ニ カ ム 構 造 の 中 間 部 材 ２ １ 、 ２ ２ を 組 み 合 わ せ て よ り
剛 性 を 高 め た の で 、 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ の 高 剛 性 化 お よ び 軽 量 化 を 両 立 で き る 。
　 ま た 、 照 明 装 置 ３ ０ の 光 は 、 光 透 過 性 を 有 す る 中 間 部 材 ２ １ を 透 過 し て 、 ハ ニ カ ム 構 造
板 １ の 外 部 に 射 出 さ れ る 。 よ っ て 、 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ を 鉄 道 車 両 ６ ０ の 床 材 と し て 用 い る
と 、 天 井 に 照 明 装 置 を 設 け た 場 合 に 比 べ て 、 乗 客 の 足 元 を 確 実 に 照 明 で き る 。
　 さ ら に 、 照 明 装 置 ３ ０ か ら 射 出 さ れ た 光 は 、 凸 部 １ ２ に よ り 屈 折 、 反 射 さ れ て 散 乱 し た
後 、 基 材 １ １ を 透 過 し て 、 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ の 外 部 に 飛 び 出 す 。 そ の た め 、 ハ ニ カ ム 構 造
板 １ の 美 観 が 向 上 し 、 意 匠 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ ２ ） 中 間 部 材 ２ １ を 、 凹 凸 状 の コ ア 部 材 １ ３ の 表 面 を 平 板 状 の 表 層 部 材 １ ４ で 覆 う こ
と に よ り 形 成 し た の で 、 コ ア 部 材 １ ３ の 凹 部 １ ３ １ と 表 層 部 材 １ ４ と で 気 密 性 の 高 い 空 間
を 複 数 形 成 で き 、 外 力 に 対 す る 強 度 や 断 熱 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ ３ ） コ ア 部 材 １ ３ を 軽 量 高 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 し 、 表 層 部 材 １ ４ を プ ラ ス チ ッ ク
で 形 成 し た の で 、 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ を 軽 量 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ４ ） 照 明 装 置 ３ ０ の 発 光 色 、 発 光 輝 度 、 発 光 時 間 、 お よ び 発 光 間 隔 を 変 化 さ せ る こ と
に よ り 、 加 速 、 減 速 、 停 車 等 の 鉄 道 車 両 ６ ０ の 挙 動 を 床 面 ６ ４ 全 体 で 報 知 し た の で 、 乗 客
に 適 切 な 姿 勢 を と る よ う に 促 す こ と が で き る 。 ま た 、 次 の 停 車 駅 で 開 閉 す る 乗 降 扉 ６ ２ に
対 応 す る 床 面 ６ ４ Ａ を 発 光 さ せ て 、 停 車 駅 毎 に 開 閉 す る 乗 降 扉 ６ ２ を 表 示 し た の で 、 乗 客
を 円 滑 に 乗 降 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 表 層 部 材 １ ４ を プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 ガ
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ラ ス で 形 成 し て も よ い 。
　 こ の よ う に し て も 、 上 述 し た （ １ ） 、 （ ２ ） 、 （ ４ ） に 加 え 、 以 下 の よ う な 効 果 が あ る
。
　 （ ５ ） 表 層 部 材 １ ４ を ガ ラ ス で 形 成 し た の で 、 透 明 度 を 確 保 で き 、 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ の
発 光 輝 度 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
〔 第 ２ 実 施 形 態 〕
　 図 ４ は 、 上 述 の ハ ニ カ ム 構 造 板 １ が 適 用 さ れ た 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 建 築 物 の 廊
下 ７ １ の 斜 視 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ が 建 築 物 の 廊 下 ７ １ に 適 用 さ れ て い る 点 が 、 第 １ 実
施 形 態 と 異 な る 。
　 す な わ ち 、 建 築 物 の 廊 下 ７ １ は 、 複 数 の ハ ニ カ ム 構 造 板 １ で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 照
明 装 置 ３ ０ は 、 火 災 時 に 乗 客 に 非 常 口 の 位 置 や 避 難 方 向 を 報 知 す る 。 す な わ ち 、 火 災 が 発
生 す る と 、 図 ４ 中 の 矢 印 Ａ の 方 向 に 向 か っ て 、 順 番 に ハ ニ カ ム 構 造 板 １ を 点 灯 さ せ る こ と
に よ り 、 矢 印 Ａ の 方 向 に 非 常 口 が 位 置 す る こ と や 、 矢 印 Ａ の 方 向 が 避 難 方 向 で あ る こ と を
報 知 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た （ １ ） 、 （ ２ ） 、 （ ３ ） 、 （ ４ ） に 加 え 、 以 下 の よ う な
効 果 が あ る 。
　 （ ６ ） 照 明 装 置 ３ ０ の 発 光 輝 度 、 発 光 時 間 、 お よ び 発 光 間 隔 を 変 化 さ せ て 、 矢 印 Ａ の 方
向 に ア ニ メ ー ト す る こ と に よ り 、 非 常 口 の 位 置 や 避 難 方 向 を 報 知 す る 。 こ れ に よ り 、 人 々
を 非 常 口 に 的 確 に 誘 導 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
〔 第 ３ 実 施 形 態 〕
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る ハ ニ カ ム 構 造 板 １ Ｂ の 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 中 間 部 材 ２ １ Ｂ の 表 層 部 材 １ ４ Ｂ の 構 造 が 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 と 異 な
る 。
　 す な わ ち 、 表 層 部 材 １ ４ Ｂ は 、 複 数 の 孔 １ ４ １ が 形 成 さ れ た パ ン チ ン グ メ タ ル で 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 表 層 部 材 １ ４ Ｂ の 孔 １ ４ １ は 、 コ ア 部 材 １ ３ の 凹 部 １ ３ １ 同 士 の 間 に 位 置
し て お り 、 こ れ に よ り 、 表 層 部 材 １ ４ Ｂ で 凹 部 １ ３ １ を 密 閉 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た （ １ ） 、 （ ２ ） 、 （ ４ ） 、 （ ６ ） に 加 え 、 以 下 の よ う な
効 果 が あ る 。
　 （ ７ ） 中 間 部 材 ２ １ Ｂ の 表 層 部 材 １ ４ Ｂ を パ ン チ ン グ メ タ ル で 形 成 し た の で 、 構 造 板 １
Ｂ の 耐 衝 撃 性 や 耐 摩 擦 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 第 ４ 実 施 形 態 〕
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る ハ ニ カ ム 構 造 板 １ Ｃ の 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 中 間 部 材 ２ １ Ｃ 、 ２ ２ Ｃ の 凹 部 １ ３ １ Ｃ の 形 状 が 、 第 １ 、 第 ２ 実 施 形
態 と 異 な る 。
　 す な わ ち 、 中 間 部 材 ２ １ Ｃ 、 ２ ２ Ｃ の コ ア 部 材 １ ３ Ｃ に お い て 、 凹 部 １ ３ １ Ｃ は 、 先 端
に 向 か う に 従 っ て 細 く な る 略 円 錐 状 の 壁 部 １ ３ ２ Ｃ と 、 こ の 壁 部 １ ３ ２ Ｃ の 先 端 を 塞 ぐ 円
形 の 底 部 １ ３ ３ Ｃ と 、 で 構 成 さ れ る 。
　 こ の よ う に し て も 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た （ １ ） ～ （ ６ ） と 同 様 の 効 果 が あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
〔 第 ５ 実 施 形 態 〕
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る ハ ニ カ ム 構 造 板 １ Ｄ の 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 中 間 部 材 ２ １ Ｄ 、 ２ ２ Ｄ の 凹 部 １ ３ １ Ｄ の 形 状 が 、 第 １ 、 第 ２ 実 施 形
態 と 異 な る 。
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　 す な わ ち 、 中 間 部 材 ２ １ Ｄ 、 ２ ２ Ｄ の コ ア 部 材 １ ３ Ｄ に お い て 、 凹 部 １ ３ １ Ｄ は 、 略 円
筒 状 の 壁 部 １ ３ ２ Ｄ と 、 こ の 壁 部 １ ３ ２ Ｄ の 先 端 を 塞 ぐ 半 球 状 の 底 部 １ ３ ３ Ｄ と 、 で 構 成
さ れ る 。
　 こ の よ う に し て も 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た （ １ ） ～ （ ６ ） と 同 様 の 効 果 が あ る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
〔 第 ６ 実 施 形 態 〕
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る ハ ニ カ ム 構 造 板 １ Ｅ の 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 中 間 部 材 ２ １ Ｅ 、 ２ ２ Ｅ の 凹 部 １ ３ １ Ｅ の 形 状 、 中 間 部 材 ２ １ Ｅ の コ
ア 部 材 １ ３ Ｅ に サ ブ 凸 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 点 、 お よ び 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｅ に 表 層 部 材 が
設 け ら れ て い な い 点 が 、 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 す な わ ち 、 中 間 部 材 ２ １ Ｅ 、 ２ ２ Ｅ の コ ア 部 材 １ ３ Ｅ に お い て 、 凹 部 １ ３ １ Ｅ は 、 先 端
に 向 か う に 従 っ て 細 く な る 略 円 錐 状 の 壁 部 １ ３ ２ Ｅ と 、 こ の 壁 部 １ ３ ２ Ｅ の 先 端 を 塞 ぐ 円
形 の 底 部 １ ３ ３ Ｅ と 、 で 構 成 さ れ る 。
　 こ こ で 、 中 間 部 材 ２ １ Ｅ の 凹 部 １ ３ １ Ｅ は 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｅ の 凹 部 １ ３ １ Ｅ よ り も 大 き
く 形 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 凹 部 １ ３ １ Ｅ の 底 部 １ ３ ３ Ｅ の 直 径 は 、 Ｌ １ で あ り 、 凹
部 １ ３ １ Ｅ の 底 部 １ ３ ３ Ｅ の 直 径 は 、 Ｌ １ よ り も 小 さ い Ｌ ２ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 中 間 部 材 ２ １ Ｅ の コ ア 部 材 １ ３ Ｅ に は 、 サ ブ 凸 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の サ
ブ 凸 部 １ ５ は 、 コ ア 部 材 １ ３ Ｅ の 互 い に 隣 り 合 う 凹 部 １ ３ １ Ｅ の 間 に 設 け ら れ て い る 。 サ
ブ 凸 部 １ ５ は 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｅ の 基 材 １ １ に 向 か っ て 延 び る 円 筒 形 で あ り 、 そ の 直 径 は Ｌ
２ よ り も 小 さ い Ｌ ３ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｅ に は 表 層 部 材 が 設 け ら れ て お ら ず 、 コ ア 部 材 １ ３ Ｅ が 露 出 し て い
る 。 こ れ に よ り 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｅ に よ る 吸 音 効 果 が 向 上 す る 。
　 こ の よ う に し て も 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た （ １ ） ～ （ ６ ） と 同 様 の 効 果 が あ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 述 し た ハ ニ カ ム 構 造 板 １ Ｅ の 動 作 は 、 以 下 の よ う に な る 。
　 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ Ｅ に 外 部 か ら 衝 撃 が 加 わ る と 、 ま ず 、 互 い に 当 接 し 合 っ て い る 凹 部 １
３ １ Ｅ が 変 形 し て 、 衝 撃 力 を 吸 収 す る 。 そ の 後 、 さ ら に 変 形 が 進 む と 、 サ ブ 凸 部 １ ５ の 先
端 が 中 間 部 材 ２ ２ Ｅ の コ ア 部 材 １ ３ Ｅ に 当 接 し 、 さ ら に 衝 撃 を 吸 収 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 サ ブ 凸 部 １ ５ の 直 径 を Ｌ ２ よ り も 小 さ い Ｌ ３ と し た の で 、 中 間 部 材 ２
１ Ｅ の コ ア 部 材 １ ３ Ｅ の 互 い に 隣 り 合 う 凹 部 １ ３ １ の 間 に サ ブ 凸 部 １ ５ を 効 率 的 よ く 配 置
で き る 。
　 ま た 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｅ の 凹 部 １ ３ １ Ｅ の 底 部 １ ３ ３ Ｅ の 直 径 を 、 Ｌ １ よ り も 小 さ い Ｌ ２
と し た の で 、 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ Ｅ に 外 部 か ら 衝 撃 が 加 わ っ て も 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｅ の 凹 部 １
３ １ Ｅ が 変 形 し 易 く な り 、 衝 撃 吸 収 効 果 が 高 ま る 。
　 こ の よ う に し て も 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た （ １ ） ～ （ ６ ） と 同 様 の 効 果 が あ る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 〔 第 ７ 実 施 形 態 〕
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に 係 る ハ ニ カ ム 構 造 板 １ Ｆ の 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｆ の 構 造 が 、 第 ６ 実 施 形 態 と 異 な る 。
　 す な わ ち 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｆ の コ ア 部 材 １ ３ Ｆ に お い て 、 凹 部 １ ３ １ Ｆ の 形 状 は 、 第 ６ 実
施 形 態 に お け る 凹 部 １ ３ １ Ｅ と 同 一 で あ る が 、 間 隔 は 凹 部 １ ３ １ Ｅ の ２ 倍 と な っ て い る 。
そ の 結 果 、 中 間 部 材 ２ １ Ｅ の 一 部 の 凹 部 １ ３ １ Ｅ の み が 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｆ の 凹 部 １ ３ １ Ｆ
に 当 接 し 、 中 間 部 材 ２ １ Ｅ の 残 る 凹 部 １ ３ １ Ｅ は 、 第 ６ 実 施 形 態 に お け る サ ブ 凸 部 １ ５ と
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同 様 の 機 能 を 果 た す 。
　 こ の よ う に し て も 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た （ １ ） ～ （ ６ ） と 同 様 の 効 果 が あ る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 〔 第 ８ 実 施 形 態 〕
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に 係 る ハ ニ カ ム 構 造 板 １ Ｇ の 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｇ の 構 造 が 、 第 ６ 実 施 形 態 と 異 な る 。
　 す な わ ち 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｇ の コ ア 部 材 １ ３ Ｇ に お い て 、 凹 部 １ ３ １ Ｇ は 、 略 円 筒 状 の 壁
部 １ ３ ２ Ｇ と 、 こ の 壁 部 １ ３ ２ Ｇ の 先 端 を 塞 ぐ 半 球 状 の 底 部 １ ３ ３ Ｇ と 、 で 構 成 さ れ る 。
ま た 、 中 間 部 材 ２ ２ Ｇ の 凹 部 １ ３ １ Ｇ の 形 状 の 間 隔 は 、 第 ６ 実 施 形 態 に お け る 凹 部 １ ３ １
Ｅ の ２ 倍 と な っ て い る 。 そ の 結 果 、 中 間 部 材 ２ １ Ｅ の 一 部 の 凹 部 １ ３ １ Ｅ の み が 、 中 間 部
材 ２ ２ Ｇ の 凹 部 １ ３ １ Ｇ に 当 接 し 、 中 間 部 材 ２ １ Ｅ の 残 る 凹 部 １ ３ １ Ｅ は 、 第 ６ 実 施 形 態
に お け る サ ブ 凸 部 １ ５ と 同 様 の 機 能 を 果 た す 。
　 こ の よ う に し て も 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た （ １ ） ～ （ ６ ） と 同 様 の 効 果 が あ る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 目 的 を 達 成 で き る 範
囲 で の 変 形 、 改 良 等 は 本 発 明 に 含 ま れ る も の で あ る 。
　 例 え ば 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 で は 、 ハ ニ カ ム 構 造 板 １ ～ １ Ｇ を 鉄 道 車 両 ６ ０ や 建 築 物 の
廊 下 ７ １ に 適 用 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 自 動 車 や 船 舶 の 床 材 に 適 用 し て も よ い 。 ま た 、 床
材 に 限 ら ず 、 天 井 材 に 適 用 し て も よ い 。
　 ま た 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 で は 、 凹 部 １ ３ １ ～ １ ３ １ Ｇ を 平 面 視 で 円 形 状 と し た が 、 こ
れ に 限 ら ず 、 多 角 形 状 と し て も よ い 。
　 ま た 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 で は 、 中 間 部 材 ２ １ ～ ２ １ Ｅ の 凹 部 １ ３ １ ～ １ ３ １ Ｅ の 中 心
と 中 間 部 材 ２ ２ ～ ２ ２ Ｇ の 凹 部 １ ３ １ ～ １ ３ １ Ｇ の 中 心 と を 一 致 さ せ た が 、 こ れ に 限 ら ず
、 多 少 ず れ て い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 が 適 用 さ れ た 鉄 道 車 両 の 車 内 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 が 適 用 さ れ た 建 築 物 の 廊 下 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に 係 る 構 造 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ 、 １ Ｂ 、 １ Ｃ 、 １ Ｄ 、 １ Ｅ 、 １ Ｆ 、 １ Ｇ 　 　 ハ ニ カ ム 構 造 板 （ 構 造 板 ）
１ １ 　 　 基 材
１ ２ 　 　 凸 部
１ ３ 、 １ ３ Ｃ 、 １ ３ Ｄ 、 １ ３ Ｅ 、 １ ３ Ｆ 、 １ ３ Ｇ 　 　 コ ア 部 材
１ ４ 、 １ ４ Ｂ 　 　 表 層 部 材
２ １ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ １ Ｃ 、 ２ １ Ｄ 、 ２ １ Ｅ 　 　 中 間 部 材
２ ２ 、 ２ ２ Ｃ 、 ２ ２ Ｄ 、 ２ ２ Ｅ 、 ２ ２ Ｆ 、 ２ ２ Ｇ 　 　 中 間 部 材
３ ０ 　 照 明 装 置
１ ３ １ 、 １ ３ １ Ｃ 、 １ ３ １ Ｄ 、 １ ３ １ Ｅ 、 １ ３ １ Ｆ 、 １ ３ １ Ｇ 　 　 凹 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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